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研究要旨  

特発性正常圧水頭症ガイドラインの改訂に関し、画像診断法の項目について検証を行った。 

 

Ａ．研究目的 

        特発性正常圧水頭症ガイドライン第二版

が刊行され5年が経過し、疾患概念と診断お

よび治療法の進歩に即応したガイドライン

改訂の必要性が生じている。そこで画像診

断の項目について改訂の提言を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

 特発性正常圧水頭症ガイドライン第１章II

画像診断の項目について、文献的考察加え

た。（倫理面への配慮） 

非侵襲的画像診断法に限り検討した。 

 

Ｃ．研究結果 

        脳室拡大の定量的手法であるEvans inde

xは気脳写時代における脳室拡大の評価法

である。現代においては、CTやMRIが臨床

応用されるため、頭蓋冠内板の最大幅など

の計測が困難である。脳梁角はアルツハイ

マー病との鑑別に有用であるが、具体的計

測方法が明示されていない。DESH signは

正常圧水頭症診断のきっかけとして重要で

あるが、シーケンスなどについて具体的記

載が乏しい。 

 

Ｄ．考察 

MRIによる画像診断が進歩した今日、Evan

s indexなど古典的な定量評価に代わり、脳

梁角やDESH signなどの評価法の導入が望

まれる。そのためには、脳梁角の測定部位や

DESH法に用いるシーケンスの標準化が望

まれる。 

 

Ｅ．結論 

 MRIによる診断法が進歩した今日、脳室

やくも膜下腔における髄液分布の定量解析

を目的とした汎用ソフトの開発などが今後

の課題である。 
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